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新世代が触れる技術の原点を考える

桐田　襄一 1）

Principals of Technology Touching the New Generations

Jyoichi KIRITA
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Ⅱ　技術の発展・進展と持続可能な循環型社会

1　人間の生活と技術
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2　現在の生活と技術
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3　持続可能な循環型社会に向けた取り組み
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図 1　供給者，公共政府，生活者が一体として取り組むドイツの一風景

1

（これについてはパンフレット（NHK　人間講座　2005　2月～ 3月期より抜粋）参照）

21 COE i-unit
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図 2　人と車の心通う一体感を追求したロボット
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Ⅲ　技術の本質

Servival

Ecologicl Considerations

CO2

3R Rycycle Reduse Reuse
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Ⅳ　技術の原点を探る視点

1　ヒトが技術に触れた起源 16）
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図 3　二足歩行と手の骨

2　ヒトが技術に触れた過程
　（1）　自然との出会い

19

　（2）　手と道具との出会い

4
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3 1
j. Napier, 1967

3 2 j. Napier, 1977
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図 4　手による打製石器作り（石器作りと仕上げ作業）を示す石器
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手を使う状況
 

打つ道具

掴む道具
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　（3）　自然への対応
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Ⅴ　技術の原点

1　技術の原点とは

25 Moment

1951
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2　技術の原点に触れる意味

p.123

3　新世代が触れる技術の原点
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Ⅵ　技術の原点に触れる

1　新世代の技術の原点への対応　　材料・手段・労働力

2011
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2　子どもの技術の原点への対応
41
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図 5　子どもの主体的行動の広がり 

29
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P. D. S. Plan Do 

See R. S. P. V. Valuaction 32

Ⅶ　子どもが技術の原点へ触れる具体的な取り組み
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図 6　子どものPlan Do See のスパイラル的高まり

1　子ども自身による取り組み
6 Plan Do See

1 4

　（1）最初のPlan「何故なのだろう」からの出発
　　1）子ども自らの疑問

自然界から

33

日常生活から
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IC DVD  LED GPS

　　2）教師の指導が必要な子どもの疑問

何故土を耕すのか

何故材料は切断できるのか 2 3

15

34

自転車の形状

35
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　（2）Plan　躓きの「子ども自らの解明」を目指す課題の設定

図 7　イラスト　躓きを「子ども自ら乗り越える」
（1躓きは本人の問題　2憧れを持って自分なりにやる　3信頼できる大人から認めてもらう）

（ ①ジャネット＆アラン・アールバーグ「もものき　梨の木」（評論社）より
②③シャーリー・ヒューズ「うえへ、うえへ」（ボドリー・ヘッド社）より ）
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図 8　躓き「子ども自らの解明」に当たる作業例
（初めてやる製図板・T定規・三角定規を使って 15度間隔に正確に線をひく作業）
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　（3）Plan　躓きを乗り越えると，共同でないとできない課題に取り組む

Plan Plan

P. M. 36

　（4）共同でないとできないグレードの高い課題に取り組む

地域の行事やイベントへの参加

学校の宿泊行事として数々の体験

その他，イベントや大会への参加
WRO
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2　教師と子どものふれあいによる取り組み

道具への接し方の一例

朝顔を観察する 9

図 9　朝顔のつるは左巻きですか
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「キャベツさんかわいそう」

「ひまわりは放射線物質を吸収する」

37

木材加工

導通テスターをつくる 10

2.5V

LED
38
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図 10　簡易導通テスターの製作（基本基板を基に①～⑤へと発展を予想したもの）

電気スタンドをつくる

2 3

簡易な電気機器を自分で創る

着る・食べる・住むに関わる作業
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34

3　教師主導の取り組み
　（1）技術の起源に触れさせる取り組み

39 40 40

　　1）明かりを取るのに火打石を使って，燃焼する，

　　2）藍染めをする

　　3）紙漉をする。
CO2

　　4）土づくり
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5）

　（2）教育目標を定めた取り組み

41
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43)
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図 11（1）　手の動作（一色，1990）
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図 11（2）　箸を使う（箸の持ち方）・鉛筆を使う（鉛筆の持ち方）
（一色，1990）
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